
実 技 試 験

☆☆☆解答に当たっての注意事項☆☆☆

・ 問題数は４０問、解答はすべて記述式です。

・ 択一問題の場合、選択肢の中から正解と思われるものを１つ選んでください。

・ 語群選択問題の場合、語群の中からそれぞれの空欄にあてはまると思われる

語句・数値を選び、語群に記されたとおりに解答用紙の所定の欄に記入して

ください。また、語群の語句・数値にそれぞれ番号が付してある場合は、そ

の番号のみを記入してください。

・ 語群のない問題の場合、指示に従い解答用紙の所定の欄に直接正解と思われ

る語句・数値・記号を記入してください。

・ 試験問題については、特に指示のない限り、平成２５年１０月１日現在施行

の法令等に基づいて、解答してください（復興特別法人税・復興特別所得税・

個人住民税の均等割加算も考慮するものとします）。なお、東日本大震災の被

災者等に係る国税・地方税関係の臨時特例等の各種特例については考慮しな

いものとします。

・ 解答は楷書、算用数字（１、２、３…）ではっきりと正しく記入してくださ

い（誤字・脱字・略字は不可）。

・ 計算問題については、計算結果を解答として所定の欄に記入してください。

その際、解答用紙に記載されている単位を使用し、漢字や小数点、上付き数

字を使用しないでください。正しく記入されなかった場合、採点されません

のでご注意ください。なお、カンマのあり・なしについては採点には影響し

ません。

［例１］解答用紙に記載の単位「万円」の場合

可の例：105万円／不可の例：1,050,000円

［例２］解答用紙に記載の単位「円」の場合

可の例：1,005,000円／不可の例：100万5,000円、100.5万円、100.5万円
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【第１問】下記の（問１）、（問２）について解答しなさい。

問１

ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）がファイナンシャル・プランニング業務を行

ううえでは、「関連業法」を順守することが重要である。ＦＰの行為に関する次の（ア）～（エ）の記

述について、適切なものには○、不適切なものには×を解答欄に記入しなさい。

（ア）保険募集人の登録をしていないＦＰが、変額個人年金保険の商品説明を行った。

（イ）投資助言・代理業の登録をしていないＦＰが、顧客の求めに応じ、特定の会社における過去の株

価の値動き等を統計化し、具体的な投資時期や金額についての助言を行った。

（ウ）税理士資格を有していないＦＰが、セミナーにおいて、仮定の事例に基づいて納税額の計算方法

を説明した。

（エ）社会保険労務士資格を有していないＦＰが、顧客から公的年金制度の改正に関する質問を受け、

回答した。

問２

ファイナンシャル・プランニング・プロセスの順序に従い、次の（ア）～（オ）を作業順に並べ替え

たとき、その中で４番目となるものはどれか。その記号を解答欄に記入しなさい。

（ア）顧客のプランを実現するために、金融商品等の購入、相続の準備等の実行支援を行う。

（イ）顧客に対して、ファイナンシャル・プランナーから提供するサービスの内容の説明を行う。

（ウ）顧客の家族の状況等から、キャッシュフロー表等を作成し、顧客の資産および負債の状況を把握

する。

（エ）顧客の家族構成や収入・支出情報のほか、顧客の将来の希望等を、面談等によって確認する。

（オ）顧客の資産状況や将来の目標・希望等を踏まえ、提案書を作成する。
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【第２問】下記の（問３）～（問６）について解答しなさい。

問３

下記＜資料＞の債券の最終利回り（単利・年率）として、正しいものはどれか。なお、手数料や税金

等については考慮しないものとし、計算結果については小数点以下第４位を切り捨てること。

＜資料＞

表面利率 年１.１０％

買付価格 １０２.００円

残存年数 ８年

償還価格

（額面）
１００.００円

１．▲０.８８２％

２．▲０.２４５％

３． ０.８３３％

４． ０.８５０％

問４

下記＜資料＞は、井川さんが同一の特定口座内で行ったＱＹ株式会社の株式の取引に係る明細である。

井川さんが平成２６年１月１０日に売却した２００株について、譲渡所得の取得費の計算の基礎となる

１株当たりの取得価額として、正しいものはどれか。なお、計算結果については円未満の端数を切り上

げること。

＜資料＞

取引日 売買の別 約定単価（円） 株数（株）

平成２２年１１月１７日 買付 ３,２５０ ２００

平成２３年 ７月 ７日 買付 ２,８９０ ３００

平成２４年 ４月１６日 買付 ２,６４０ ２００

平成２６年 １月１０日 売却 ３,７００ ２００

※売買手数料や消費税については考慮しないこととする。

※この他の記載のない条件については一切考慮しないこととする。

１． ２,６４０円

２． ２,９２２円

３． ２,９２７円

４． ３,２５０円
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問５

下記＜資料＞に関する次の記述の空欄（ア）、（イ）にあてはまる数値の組み合わせとして、正しいも

のはどれか。なお、空欄（イ）の解答に当たっては、小数点以下第２位を四捨五入すること。

＜資料＞

（出所：東洋経済新報社「会社四季報」２０１３年３集）

・ この企業の株を２０１２年１月１６日に１単元（１単位）購入し、２０１３年６月２０日に売

却した場合、所有期間に係る配当金（税引前）は（ ア ）円である。

・ この企業の株価が４,０００円である場合、２０１４年２月期の連結ベースの決算見込額におけ

るＰＥＲ（株価収益率）は（ イ ）倍である。

１．（ア）１０,０００ （イ）１６.９

２．（ア）１０,０００ （イ）１２.０

３．（ア）１４,２００ （イ）１６.９

４．（ア）１４,２００ （イ）１２.０
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問６

下記＜資料＞の外国債券に関して、ＦＰの細川さんが顧客に対して行った次の（ア）～（エ）の説明

について、正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。なお、為替手数料につ

いては考慮しないものとする。

＜資料＞

発行体 ＰＡ銀行

格付け ＡＡ－（Ｓ＆Ｐ）、Ａａ３（Moody's）

起債通貨 豪ドル

額面 ５,０００豪ドル

価格 額面価格の１０３.００％

利率（税引前） 年５.５０％（豪ドルベース）

利払日 毎年６月１５日、１２月１５日（年２回）

償還日 ２０１５年１２月１５日（火）

販売単位 ５,０００豪ドル以上、５,０００豪ドル単位での販売

（ア）「償還時の為替レートが購入時よりも円高／豪ドル安の場合には、為替差益を得ることができま

す。」

（イ）「この債券はサムライ債と呼ばれています。」

（ウ）「中途売却により生じた売却益については、非課税となります。」

（エ）「為替レートが１豪ドル＝９０.０円の場合、必要な購入資金は４５万円です。」
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【第３問】下記の（問７）～（問９）について解答しなさい。

問７

下記＜資料＞は、荒木さんが購入を検討している中古マンションのインターネット上の広告（抜粋）

である。この広告の内容等に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

＜資料＞

○○パレス（中古マンション）

所在地 □□市○○町１丁目７番 間取り ２ＬＤＫ

交通 △△線○○駅から徒歩９分 総戸数 ６８戸

価格 ２,６５０万円 築年月 ２０１０年２月

専有面積 ７６.３８ｍ2（壁芯） 敷地の権利関係 所有権

バルコニー １８.１８ｍ2 管理費 ９,０００円／月

構造 ＲＣ構造 修繕積立金 ５,２００円／月

所在階・階建 ３階／８階建 取引態様 媒介

１．広告に記載された専有面積には、バルコニー面積が含まれる。

２．この物件の登記簿上の面積は内法面積であり、広告に記載された専有面積より狭い。

３．荒木さんがこの物件を購入した場合、荒木さんの意思にかかわりなく、管理組合の構成員となる。

４．この物件の現在の区分所有者が管理費を滞納していた場合、この物件を購入した荒木さんに滞納分

の管理費の支払い義務が生じる。
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問８

下記＜資料＞は、平成２０年に住宅ローン契約を締結している牧村さんの登記事項証明書（土地）の

一部である。この登記事項証明書に関する次の（ア）～（エ）の記述について、正しいものには○、誤っ

ているものには×を解答欄に記入しなさい。

＜資料＞

権利部（乙区）  （所有権以外の権利に関する事項）

順位番号 登記の目的 受付年月日・受付番号 権利者その他の事項

１ 抵当権設定 平成２０年５月１９日
第３１５号

原因 平成２０年５月１９日金銭消費貸借同
日設定

債権額 金３,０００万円
利息 年１.５０％（年３６５日日割計算）
損害金 年１４.５％（年３６５日日割計算）
債務者
東京都立川市○－△－□
牧村正

抵当権者 東京都中央区中央◇－×－△
株式会社ＨＴ銀行

（ア）利息について登記されていることから、牧村さんが借りた住宅ローンは固定金利であることがわ

かる。

（イ）この土地にはＨＴ銀行の抵当権が設定されているが、別途、ほかの金融機関が抵当権を設定する

ことも可能である。

（ウ）権利部（乙区）に記載の情報で、現在、牧村さんがこの土地を単独で所有しているかどうかがわ

かる。

（エ）債務が完済されると、設定されている抵当権は自動的に抹消される。
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問９

建築基準法に従い、下記＜資料＞の土地に建物を建築する場合の建築面積の最高限度として、正しい

ものはどれか。なお、＜資料＞に記載のない条件については一切考慮しないこと。

＜資料＞

１． ２４０ｍ2

２． ２８０ｍ2

３． ３００ｍ2

４． ３２０ｍ2

（敷地面積４００ｍ2）

６ｍ道路

都市計画により定められた建ぺい率

第二種住居地域  ６／１０

近隣商業地域   ８／１０

第二種住居地域

（１００ｍ2）

近隣商業地域

（３００ｍ2）
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【第４問】下記の（問１０）～（問１３）について解答しなさい。

問１０

木内康則さん（４２歳）が契約者（保険料負担者）および被保険者として加入している生命保険（下

記＜資料＞参照）の保障内容等に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値を解答欄に記

入しなさい。なお、保険契約は有効に継続し、かつ特約は自動更新しているものとし、康則さんはこれ

までに＜資料＞の保険から、保険金・給付金を一度も受け取っていないものとする。また、各々の記述

はそれぞれ独立した問題であり、相互に影響を与えないものとする。

＜資料＞

保険証券記号番号 ○○－○○○○○○○

定期保険特約付終身保険

保険契約者 木内 康則 様 保険契約者印

◯木内

◇契約日

平成１０年１０月１日

◇主契約の保険期間

終身

◇主契約の保険料払込期間

３３年間

◇特約の保険期間

１０年

（８０歳まで自動更新）

被保険者
木内 康則 様

昭和４６年９月２７日生 男性

受取人
死亡保険金

木内 真澄 様（妻）

受取割合

１０割

◇ご契約内容 ◇お払い込みいただく合計保険料

終身保険金額（主契約保険金額） ５００万円

定期保険特約保険金額 ２,５００万円

三大疾病保障定期保険特約保険金額 ３００万円

傷害特約保険金額 ３００万円

災害入院特約    入院５日目から 日額 ５,０００円

疾病入院特約    入院５日目から 日額 ５,０００円

（＊約款所定の手術を受けた場合、手術の種類に応じて入院給付金日

額の１０倍・２０倍・４０倍の手術給付金を支払います。）

生活習慣病入院特約 入院５日目から 日額 ５,０００円

毎回  △△△△円

［保険料払込方式］

月払い

・ 康則さんが現時点で、糖尿病と診断され２５日間入院した場合（手術は受けていない）、保険会

社から支払われる保険金・給付金の合計は（ ア ）万円である。

・ 康則さんが現時点で、初めて胃ガン（悪性新生物）と診断され、３２日間入院し、給付倍率４０

倍の手術（１回）を受けた場合、保険会社から支払われる保険金・給付金の合計は（ イ ）

万円である。

・ 康則さんが現時点で、交通事故で即死した場合、保険会社から支払われる保険金・給付金の合

計は（ ウ ）万円である。
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問１１

下記＜資料＞の個人年金保険に関する次の記述の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値または語句の組

み合わせとして、正しいものはどれか。なお、山岸悟さんが加入している個人年金保険は下記＜資料＞

の契約のみとし、契約は有効に継続しているものとする。また、保険料はすべて悟さんが負担しており

（平成２５年１２月分まで支払い済みである）、平成２５年中の配当はないものとする。

＜資料＞

［個人年金保険 保険証券（一部抜粋）］

保険契約者   ：山岸 悟様

被保険者    ：山岸 悟様（契約年齢：３５歳）

年金受取人   ：山岸 悟様

死亡給付金受取人：山岸 明子様（妻）

契約日    ：平成２４年９月１日

保険料払込期間：６０歳払込満了

保険料    ：８,７００円（月払い）

＊税制適格特約付加

◆ご契約内容

基本年金額：３０万円（６０歳年金支払開始・１０年確定年金）

＜所得税の生命保険料控除額（速算表)＞

［平成２４年１月１日以降に締結した保険契約（新契約）等に係る控除額］

年間の支払保険料の合計 控除額

２０,０００円 以下 支払金額

２０,０００円 超 ４０,０００円 以下 支払金額×１／２＋１０,０００円

４０,０００円 超 ８０,０００円 以下 支払金額×１／４＋２０,０００円

８０,０００円 超 ４０,０００円

・ 悟さんの平成２５年分の所得税の個人年金保険料控除額は、（ ア ）円である。

・ 悟さんが毎年受け取る年金は、（ イ ）の課税対象となる。

・ 悟さんが年金受取り開始前に死亡した場合、明子さんが受け取る死亡給付金は、（ ウ ）の課

税対象となる。

１．（ア）４０,０００  （イ）所得税（雑所得）   （ウ）相続税

２．（ア）４０,０００  （イ）所得税（一時所得）  （ウ）所得税（一時所得）

３．（ア）５０,０００  （イ）所得税（雑所得）   （ウ）所得税（一時所得）

４．（ア）５０,０００  （イ）所得税（一時所得）  （ウ）相続税
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問１２

羽田さんは、最近、同じ病気で２回入院した。羽田さんが契約している下記の医療保険から受け取れ

る入院給付金について、１回目の日数（ア）、２回目の日数（イ）の組み合わせとして、正しいものは

どれか。なお、羽田さんはこれまでにこの医療保険から一度も給付金を受け取っていないものとする。

また、手術給付金については考慮しないものとする。

＜羽田さんの入院日数＞

＜羽田さんの医療保険の入院給付金（日額）の給付概要＞

・ 給付金の支払い条件：５日以上の入院で入院５日目より支払う。

・ １入院限度日数：１２０日

・ 通算限度日数 ：１,０９５日

・ １８０日以内に同じ病気で再度入院した場合は、１回の入院とみなす。

１．（ア）７１日分 （イ）４９日分

２．（ア）７１日分 （イ）６０日分

３．（ア）７５日分 （イ）４９日分

４．（ア）７５日分 （イ）６０日分

問１３

地震保険に関する次の（ア）～（ウ）の記述について、正しいものには○、誤っているものには×を

解答欄に記入しなさい。

（ア）地震保険の保険金額は、居住用建物ならびに家財ごとに火災保険の保険金額の３０％～８０％の

範囲内で設定する。

（イ）地震保険の保険金額は、居住用建物は５,０００万円、家財は１,０００万円が限度となる。

（ウ）地震保険の保険金は、保険の対象に生じた損害が、全損、半損、一部損のいずれかに該当した場

合に支払われる。

７５日間入院

（１回目の入院）

６０日間入院

（２回目の入院）

再入院退院

５５日間
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【第５問】下記の（問１４）～（問１７）について解答しなさい。

問１４

米田トシ子さん（６３歳）の平成２５年分の収入および経費が以下のとおりである場合、米田さんの

平成２５年分の総所得金額を計算しなさい。なお、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位

に従うこと。

＜収入および経費＞

内容 金額

遺族厚生年金 １２０万円

不動産賃貸収入 ２４０万円

不動産賃貸に係る経費 ８０万円

※米田さんは青色申告者ではない。

問１５

会社員の平尾浩司さんは、賃貸アパートの経営を始めようと考え、ＦＰで税理士でもある榊原さんに

青色申告について相談した。所得税の青色申告に関する榊原さんの次の説明の空欄（ア）～（ウ）に入

る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。

「賃貸アパートの経営を始める場合、不動産所得について確定申告をする必要があります。青色申

告制度を利用すると、青色申告特別控除として、不動産所得について最大で（ ア ）の控除を受

けることができます。ただし、賃貸アパートの経営が事業的規模でない場合は、控除額は最大で

（ イ ）となります。なお、この制度を利用するためには、その年の（ ウ ）までに納税地の

所轄税務署長に対して『青色申告承認申請書』を提出する必要があり、１月１６日以降に新たに業

務を始めた場合には、その業務の開始日から２ヵ月以内に提出する必要があります。」

＜語群＞

１． １０万円   ２． ５０万円    ３． ６５万円

４． １月１５日   ５． ３月１５日   ６． ３月３１日
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問１６

会社員の加瀬正也さんの平成２５年分の所得等は下記＜資料＞のとおりである。加瀬さんが所得税の

確定申告をする際に、給与所得と損益通算できるものとして、正しいものはどれか。

＜資料＞

収入 所得 備考

給与 ５００万円 ３４６万円 給与所得控除額：１５４万円

不動産 ８００万円 ▲１５０万円

必要経費：９５０万円

※必要経費の中には土地の取得に要し

た借入金の利子１８０万円が含まれ

ている。

ゴルフ会員権の譲渡 ９００万円 ▲１００万円

取得費：１,０００万円

※ゴルフ場は健全に運営されており、

ゴルフ会員権の譲渡は営利を目的と

して継続的に行ったものではない。

上場株式の譲渡 ５００万円 ▲１２０万円 取得費：６２０万円

１．不動産所得▲１５０万円

２．ゴルフ会員権の譲渡所得▲１００万円

３．ゴルフ会員権の譲渡所得▲１００万円および上場株式の譲渡所得▲１２０万円

４．不動産所得▲１５０万円およびゴルフ会員権の譲渡所得▲１００万円
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問１７

下記＜資料＞に基づき、目黒一郎さんの平成２５年分の所得税を計算する際の所得控除に関する次の

（ア）～（エ）の記述について、正しいものには○、誤っているものには×を解答欄に記入しなさい。

＜資料＞

氏名 続柄 年齢 職業 平成２５年分の所得等

目黒 一郎 世帯主 ４９歳 会社員 給与所得５００万円

   淑子 妻 ４７歳 専業主婦 収入なし

   健太 長男 ２５歳 無職 収入なし

   裕子 長女 ２０歳 大学生 収入なし

   弘志 父 ７５歳 無職 年金収入８４万円

※家族は全員、一郎さんと同居し、生計を一にしている。

※障害者または特別障害者に該当する者はいない。

※平成２５年１２月３１日時点での現況である。

（ア）父の弘志さんは、同居老親等の老人扶養親族として、扶養控除の対象となる。

（イ）長男の健太さんは、一般の扶養親族として、扶養控除の対象となる。

（ウ）妻の淑子さんは、控除対象配偶者として、配偶者控除および配偶者特別控除の対象となる。

（エ）長女の裕子さんは、特定扶養親族として、扶養控除の対象となる。
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【第６問】下記の（問１８）～（問２１）について解答しなさい。

問１８

馬場さんは、父親が平成２５年１２月１０日に死亡し、ＨＴ株式会社の上場株式を相続により取得し

た。この上場株式の１株当たりの相続税評価額として、正しいものはどれか。

＜ＨＴ株式会社の株式の株価状況＞

区分 金額

平成２５年１２月１０日の終値 ２,４００円

平成２５年１２月の毎日の終値の平均額 ２,３４０円

平成２５年１１月の毎日の終値の平均額 ２,２００円

平成２５年１０月の毎日の終値の平均額 ２,５００円

平成２５年 ９月の毎日の終値の平均額 ２,６００円

１． ２,２００円

２． ２,３４０円

３． ２,４００円

４． ２,５００円
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問１９

下記＜資料＞の土地に係る路線価方式による普通借地権の相続税評価額の計算式として、正しいもの

はどれか。

＜資料＞

注１：奥行価格補正率１.００

注２：借家権割合３０％

注３：その他の記載のない条件は一切考慮しないこと。

１． ３００,０００円×１.００×３００ｍ2

２． ３００,０００円×１.００×３００ｍ2×７０％

３． ３００,０００円×１.００×３００ｍ2×（１－７０％）

４． ３００,０００円×１.００×３００ｍ2×（１－７０％×３０％×１００％）

３００ｍ2

［借地権割合］

記号 借地権割合

Ａ ９０％

Ｂ ８０％

Ｃ ７０％

Ｄ ６０％

Ｅ ５０％

Ｆ ４０％

Ｇ ３０％

１５ｍ

２０ｍ

３００Ｃ



－18－２級 実技試験(資産設計提案業務・2014.1.26)

問２０

下記の相続事例（平成２５年１２月１０日相続開始）に係る相続税の課税価格の合計額の計算に関す

る次の記述の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入

しなさい。なお、記載のない条件については一切考慮しないこと。

＜課税価格の合計額を算出するための財産等の相続税評価額＞

土地       ：３,０００万円（小規模宅地等の評価減特例適用後：６００万円）

建物       ：２,５００万円

現預金      ：２,０００万円

死亡保険金    ：２,０００万円（生命保険金等の非課税限度額控除前）

債務および葬式費用： ５００万円

＜相続人関係図＞

※小規模宅地等の評価減特例の適用対象となる要件はすべて満たしており、その適用を受けるもの

とする。

※死亡保険金は相続人が受け取っている。

※すべての相続人は、相続により財産を取得しており、相続開始前３年以内に被相続人からの贈与

により取得した財産はない。

※相続時精算課税制度を選択した相続人はなく、相続を放棄した者もいない。

相続税の課税価格を計算するに当たり、課税価格に算入する土地の価額は（ ア ）であり、課税

価格に算入する死亡保険金は（ イ ）である。また、相続税の課税価格の合計額は（ ウ ）で

ある。

＜語群＞

１． ５００万円    ２． ６００万円   ３． １,５００万円

４． ２,０００万円   ５． ３,０００万円   ６． ５,１００万円

７． ７,１００万円   ８． ９,５００万円

被相続人

長男

長女

二男

配偶者

（すでに死亡）
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問２１

三上良太さん（３８歳）は、母親（６８歳）と祖母（８８歳）から下記＜資料＞の贈与を受けた。三

上さんの平成２５年分の贈与税額として、正しいものはどれか。なお、母親からの贈与については、平

成２４年から相続時精算課税制度の適用を受けている（適用要件は満たしている）。

＜資料＞

［平成２５年中の贈与］

・ 平成２５年７月に母親から贈与を受けた金銭の額：１,６００万円

・ 平成２５年８月に祖母から贈与を受けた金銭の額： ３００万円

［平成２４年中の贈与］

・ 平成２４年９月に母親から贈与を受けた金銭の額：１,０００万円

※平成２４年中および平成２５年中に上記以外の贈与はないものとする。

※贈与を受けた財産は、すべて住宅取得等資金に係るものではないものとする。

＜贈与税の速算表＞

基礎控除後の課税価格 税率 控除額

２００万円 以下 １０％ －

２００万円 超 ３００万円 以下 １５％ １０万円

３００万円 超 ４００万円 以下 ２０％ ２５万円

４００万円 超 ６００万円 以下 ３０％ ６５万円

６００万円 超 １,０００万円 以下 ４０％ １２５万円

１,０００万円 超 ５０％ ２２５万円

１． ２９０,０００円

２． ３９０,０００円

３． ５５０,０００円

４． ８００,０００円
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【第７問】下記の（問２２）～（問２４）について解答しなさい。

＜筒井家の家族データ＞

氏名 続柄 生年月日 備考

筒井 昌宏 本人 昭和５０年 ８月２５日 会社員

   恵美里 妻 昭和５１年 ４月１４日 会社員

   穂乃香 長女 平成１９年１１月 ３日 保育園児

＜筒井家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円）

経過年数 現在 １ ２ ３

西暦（年） ２０１３ ２０１４ ２０１５ ２０１６

平成（年） ２５ ２６ ２７ ２８

家族構成／

年齢

筒井 昌宏 本人 ３８ ３９ ４０ ４１

   恵美里 妻 ３７ ３８ ３９ ４０

   穂乃香 長女 ６ ７ ８ ９

ライフイベント
穂乃香

小学校入学
住宅購入

変動率

収入

給与収入（夫） １％ ３３４ ３３７ ３４１ ３４４

給与収入（妻） １％ １８４ １８６ １８８ １９０

収入合計 － ５１８ ５２３ ５２９ ５３４

支出

基本生活費 ２％ ２００ （ ア ）

住居費 － １４６ １４６ １４６ １６７

教育費 ２％ ４０ ４１ ４２

保険料 － ３８ ３８ ３８ ３８

一時的支出 － ６００

その他支出 １％ １０ １０ １０ １０

支出合計 －

年間収支 － ８５

金融資産残高 １％ ４８０ （ イ ）

※年齢は各年１２月３１日現在のものとし、平成２５年を基準年とする。

※給与収入は手取り額で記載している。

※記載されている数値は正しいものとする。

※問題作成の都合上、一部を空欄としている。
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問２２

筒井家のキャッシュフロー表の空欄（ア）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キャッ

シュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、解答

に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

問２３

筒井家のキャッシュフロー表の空欄（イ）に入る数値を計算しなさい。なお、計算に当たっては、キャッ

シュフロー表中に記載の整数を使用し、計算結果については万円未満を四捨五入すること。また、解答

に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこと。

問２４

昌宏さんは自分が学生時代に奨学金を利用していたため、現在の奨学金制度が気になって調べてみた。

昌宏さんが調べた独立行政法人日本学生支援機構の奨学金に関する下表の空欄（ア）～（ウ）にあては

まる語句の組み合わせとして、正しいものはどれか。

第一種奨学金 第二種奨学金

利息
在学中 なし なし

卒業後 （ ア ） あり

返還義務 （ イ ） あり

募集時期
予約採用 在学している学校に確認 在学している学校に確認

在学採用 毎年春 毎年春

家計支持者の年収・所得の上限額の有無 （ ウ ） あり

１．（ア）なし （イ）あり （ウ）あり

２．（ア）あり （イ）あり （ウ）なし

３．（ア）なし （イ）なし （ウ）なし

４．（ア）あり （イ）なし （ウ）あり
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【第８問】下記の（問２５）～（問２７）について解答しなさい。

＜設例＞

下記の係数早見表を乗算で使用し、各問について計算しなさい。なお、税金は一切考慮しないこと

とする。また、解答に当たっては、解答用紙に記載されている単位に従うこととする。

［係数早見表（年利１.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０１０ ０.９９０ １.０００ １.０１０ １.０００ ０.９９０

２年 １.０２０ ０.９８０ ０.４９８ ０.５０８ ２.０１０ １.９７０

３年 １.０３０ ０.９７１ ０.３３０ ０.３４０ ３.０３０ ２.９４１

４年 １.０４１ ０.９６１ ０.２４６ ０.２５６ ４.０６０ ３.９０２

５年 １.０５１ ０.９５１ ０.１９６ ０.２０６ ５.１０１ ４.８５３

６年 １.０６２ ０.９４２ ０.１６３ ０.１７３ ６.１５２ ５.７９５

７年 １.０７２ ０.９３３ ０.１３９ ０.１４９ ７.２１４ ６.７２８

８年 １.０８３ ０.９２３ ０.１２１ ０.１３１ ８.２８６ ７.６５２

９年 １.０９４ ０.９１４ ０.１０７ ０.１１７ ９.３６９ ８.５６６

１０年 １.１０５ ０.９０５ ０.０９６ ０.１０６ １０.４６２ ９.４７１

１５年 １.１６１ ０.８６１ ０.０６２ ０.０７２ １６.０９７ １３.８６５

２０年 １.２２０ ０.８２０ ０.０４５ ０.０５５ ２２.０１９ １８.０４６

２５年 １.２８２ ０.７８０ ０.０３５ ０.０４５ ２８.２４３ ２２.０２３

３０年 １.３４８ ０.７４２ ０.０２９ ０.０３９ ３４.７８５ ２５.８０８

［係数早見表（年利２.０％）］

終価係数 現価係数 減債基金係数 資本回収係数 年金終価係数 年金現価係数

１年 １.０２０ ０.９８０ １.０００ １.０２０ １.０００ ０.９８０

２年 １.０４０ ０.９６１ ０.４９５ ０.５１５ ２.０２０ １.９４２

３年 １.０６１ ０.９４２ ０.３２７ ０.３４７ ３.０６０ ２.８８４

４年 １.０８２ ０.９２４ ０.２４３ ０.２６３ ４.１２２ ３.８０８

５年 １.１０４ ０.９０６ ０.１９２ ０.２１２ ５.２０４ ４.７１３

６年 １.１２６ ０.８８８ ０.１５９ ０.１７９ ６.３０８ ５.６０１

７年 １.１４９ ０.８７１ ０.１３５ ０.１５５ ７.４３４ ６.４７２

８年 １.１７２ ０.８５３ ０.１１７ ０.１３７ ８.５８３ ７.３２５

９年 １.１９５ ０.８３７ ０.１０３ ０.１２３ ９.７５５ ８.１６２

１０年 １.２１９ ０.８２０ ０.０９１ ０.１１１ １０.９５０ ８.９８３

１５年 １.３４６ ０.７４３ ０.０５８ ０.０７８ １７.２９３ １２.８４９

２０年 １.４８６ ０.６７３ ０.０４１ ０.０６１ ２４.２９７ １６.３５１

２５年 １.６４１ ０.６１０ ０.０３１ ０.０５１ ３２.０３０ １９.５２３

３０年 １.８１１ ０.５５２ ０.０２５ ０.０４５ ４０.５６８ ２２.３９６

※記載されている数値は正しいものとする。
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問２５

青山さんは、住宅購入資金として、これから毎年年末に１回ずつ一定金額を積み立てて、１０年後に

１,０００万円を準備したいと考えている。年利２.０％で複利運用するとした場合、毎年いくらずつ積

み立てればよいか。

問２６

谷口さんは、株の売却で取得した資金を長期安定運用しようと考えている。運用資金１,０００万円

を年利２.０％で１５年間複利運用するとした場合、１５年後の合計額はいくらになるか。

問２７

宇野さんは、老後の生活資金の一部として、毎年年末に１００万円を受け取りたいと考えている。受

取り期間を２０年間とし、年利１.０％で複利運用するとした場合、受取り開始年の初めにいくらの資

金があればよいか。
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【第９問】下記の（問２８）～（問３４）について解答しなさい。

＜設例＞

岡健二さんは、民間企業に勤務する会社員である。健二さんと妻の真紀さんは、今後の資産形成や

家計の見直しなどについて、ＦＰで税理士でもある大久保さんに相談した。なお、下記のデータは

いずれも平成２６年１月１日現在のものである。

［家族構成（同居家族）］

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考

岡 健二 本人 昭和４３年５月１１日 ４５歳 会社員（正社員）

  真紀 妻 昭和４４年６月１２日 ４４歳 パート勤務

  智之 長男 平成 ８年８月 ８日 １７歳 高校２年生

  美紀 長女 平成１１年７月１５日 １４歳 中学２年生

［収入金額（平成２５年）］

・ 健二さん：給与収入６５０万円（手取り）。健二さんに給与収入以外の収入はない。

・ 真紀さん：給与収入 ９０万円（手取り）。真紀さんに給与収入以外の収入はない。

［金融資産（時価）］

・ 健二さん名義

銀行預金（普通預金）：１００万円

銀行預金（定期預金）：３００万円

投資信託     ： ５０万円

・ 真紀さん名義

銀行預金（普通預金）：２００万円

［住宅ローン］

契約者 ：健二さん

借入先 ：ＴＡ銀行

借入時期：平成２４年１月

借入金額：３,０００万円

返済方法：元利均等返済（ボーナス返済なし）

金利  ：固定金利（年２.２０％）

返済期間：２５年間

［保険］

・ 定期保険（契約者：健二さん、被保険者：健二さん） 保険金額３,０００万円

・ 医療保険（契約者：健二さん、被保険者：真紀さん） 入院給付金日額５,０００円
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問２８

ＦＰの大久保さんは、住宅ローンの繰上げ返済について健二さんから質問を受け、下記の＜健二さん

の償還予定表＞を基に期間短縮型の繰上げ返済の仕組みを説明した。２４回目の約定返済時に１００万

円を超えない範囲での最大額を繰上げ返済した場合、この繰上げ返済に関する次の（ア）～（ウ）の記

述のうち、最も適切なものはどれか。その記号を解答欄に記入しなさい。なお、繰上げ返済に伴う手数

料等は考慮しないものとする。

＜健二さんの償還予定表＞

毎月返済額 元金 利息 ローン残債

… … … … …

２３ ￥１３０,０９７ ￥７８,１８５ ￥５１,９１２ ￥２８,２３７,４７５

２４ ￥１３０,０９７ ￥７８,３２９ ￥５１,７６８ ￥２８,１５９,１４６

２５ ￥１３０,０９７ ￥７８,４７２ ￥５１,６２５ ￥２８,０８０,６７４

２６ ￥１３０,０９７ ￥７８,６１６ ￥５１,４８１ ￥２８,００２,０５８

２７ ￥１３０,０９７ ￥７８,７６０ ￥５１,３３７ ￥２７,９２３,２９８

２８ ￥１３０,０９７ ￥７８,９０５ ￥５１,１９２ ￥２７,８４４,３９３

２９ ￥１３０,０９７ ￥７９,０４９ ￥５１,０４８ ￥２７,７６５,３４４

３０ ￥１３０,０９７ ￥７９,１９４ ￥５０,９０３ ￥２７,６８６,１５０

３１ ￥１３０,０９７ ￥７９,３４０ ￥５０,７５７ ￥２７,６０６,８１０

３２ ￥１３０,０９７ ￥７９,４８５ ￥５０,６１２ ￥２７,５２７,３２５

３３ ￥１３０,０９７ ￥７９,６３１ ￥５０,４６６ ￥２７,４４７,６９４

３４ ￥１３０,０９７ ￥７９,７７７ ￥５０,３２０ ￥２７,３６７,９１７

３５ ￥１３０,０９７ ￥７９,９２３ ￥５０,１７４ ￥２７,２８７,９９４

３６ ￥１３０,０９７ ￥８０,０７０ ￥５０,０２７ ￥２７,２０７,９２４

３７ ￥１３０,０９７ ￥８０,２１６ ￥４９,８８１ ￥２７,１２７,７０８

３８ ￥１３０,０９７ ￥８０,３６３ ￥４９,７３４ ￥２７,０４７,３４５

３９ ￥１３０,０９７ ￥８０,５１１ ￥４９,５８６ ￥２６,９６６,８３４

４０ ￥１３０,０９７ ￥８０,６５８ ￥４９,４３９ ￥２６,８８６,１７６

４１ ￥１３０,０９７ ￥８０,８０６ ￥４９,２９１ ￥２６,８０５,３７０

４２ ￥１３０,０９７ ￥８０,９５４ ￥４９,１４３ ￥２６,７２４,４１６

４３ ￥１３０,０９７ ￥８１,１０３ ￥４８,９９４ ￥２６,６４３,３１３

… … … … …

（ア）毎月返済額に９１０,６７９円が充当され、それに対応する期間（７ヵ月）が短縮される。

（イ）元金に９５１,２２２円が充当され、それに対応する期間（１２ヵ月）が短縮される。

（ウ）利息に９５６,０１０円が充当され、それに対応する期間（１年７ヵ月）が短縮される。

(ア) (イ) (ウ)
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問２９

健二さんは、現在、投資信託に投資しているが、日頃から疑問に思っていた分配金と基準価額の関係

についてＦＰの大久保さんに質問した。大久保さんが説明の際に使用した下図の＜分配金と基準価額の

イメージ＞の空欄（ア）、（イ）に入る適切な数値を語群の中から選び、解答欄に記入しなさい。なお、

決算前と決算後の間に係る運用損益は考慮しないこととする。

＜分配金と基準価額のイメージ＞

※問題作成の都合上、一部を（＊＊＊）としている。

＜語群＞

２０   ３０   ４０   １３０   １４０   １５０

基準価額
９,９００円

１０円
基準価額

１０,０００円 ３０円

基準価額
１０,０４０円

運用開始 運用成果（決算前） 決算後

分配金                （ ア ）円

（分配金の内訳）

利息・配当収入による分配金    （ イ ）円

値上がり益による分配金      （＊＊＊）円

収益調整金等             １００円

元本  利息・配当収入  値上がり益
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問３０

健二さんは、生命保険の解約返戻金相当額について、ＦＰの大久保さんに質問した。大久保さんが説

明の際に使用した生命保険の解約返戻金相当額に関する下記イメージ図のうち、健二さんが契約してい

る定期保険の解約返戻金相当額の推移に係るイメージ図を選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。

なお、下記イメージ図は、定期保険、終身保険、養老保険、定額個人年金保険のいずれかである。

１．

３．

２．

死
亡
保
険
金

満
期
保
険
金

保険料払込期間

契約 満期

解約返戻金相当額

解約返戻金
相当額  

保険料払込期間

契約 年金受取り開始

年
金
年
額

保険料払込期間
解約返戻金
相当額  

契約 払込満了

死
亡
保
険
金

４．

死
亡
保
険
金

保険料払込期間

契約 満期

解約返戻金相当額
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問３１

健二さんは、妹から住宅購入について相談を受けた。ＦＰの大久保さんは、「直系尊属から住宅取得

等資金の贈与を受けた場合の贈与税の非課税」について健二さんから質問を受け、イメージ図を使って

その仕組みを説明した。下記イメージ図の空欄（ア）～（ウ）に入る適切な数値を語群の中から選び、

解答欄に記入しなさい。なお、これまでに贈与を受けたことはなく、この制度について初めて適用を受

けるものとする。

＜｢直系尊属から住宅取得等資金の贈与を受けた場合の贈与税の非課税」のイメージ図＞

（注１）東日本大震災の被災者の非課税限度額は、平成２４年から平成２６年の３年間、省エネ等

住宅は１,５００万円、一般住宅は１,０００万円である。

（注２）「省エネ等住宅」とは、省エネ等基準に適合する住宅用の家屋であることにつき、住宅性能

証明書、建設住宅性能評価書の写し、または長期優良住宅認定通知書の写しおよび認定長期

優良住宅建築証明書などを、贈与税の申告書に添付することにより証明がされたものをいう。

（出所：国税庁ＨＰを基に作成）

特別控除（ ウ ）万円

特別控除を控除した後

の課税価格

基礎控除（１１０万円）

基礎控除を控除した後

の課税価格

相続時精算課税制度
課税財産

暦年課税

住宅取得等資金

の贈与

子

孫

受贈者

などへ

父・母

祖父・祖母

贈与者

など直系尊属から

非課税額をマイナス（注１）

贈与年 平成２５年中 平成２６年中

省エネ等住宅（注２） （ ア ）万円 １,０００万円

一般住宅 ７００万円 （ イ ）万円

どちらか一方

を選択

＜受贈者ごとの非課税限度額＞
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＜語群＞

５００   １,０００   １,２００   １,５００   ２,５００   ３,５００

問３２

健二さんは、負担が増していく社会保険料のことが気になっている。下記＜資料＞に基づき、ＦＰの

大久保さんが算出した健二さんの健康保険および厚生年金保険の年間保険料（本人負担分）の合計額と

して、正しいものはどれか。なお、健二さんは全国健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）の被保険

者である。また、介護保険料については考慮しないものとする。

＜資料＞

［健二さんの標準報酬月額等］

標準報酬月額 ５００,０００円

標準賞与額（１回当たり） １,０００,０００円（賞与は年２回支給）

［社会保険の保険料率（労使折半負担）］

健康保険料率（被保険者分） ５.００％

厚生年金保険料率（被保険者分） ８.５６％

１． ４００,０００円

２． ８１３,６００円

３． ９４９,２００円

４． １,０８４,８００円
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問３３

真紀さんの母親の杉山慶子さんは、先月、年金事務所で国民年金の保険料納付状況を確認し、次の＜資

料＞「被保険者記録照会（資格・納付Ⅲ）」を受け取った。＜資料＞および下記の計算式に基づいてＦ

Ｐの大久保さんが計算した、杉山慶子さんに６５歳から支給される老齢基礎年金の額として、正しいも

のはどれか。なお、杉山慶子さんの国民年金保険料の免除期間（全額免除および半額免除）は平成２１

年３月以前のものである。

・ 老齢基礎年金の計算式

７７８,５００円×
保険料納付済月数＋（保険料免除月数×免除の種類に応じた割合※）

４８０月

※免除の種類に応じた割合

全額免除 ３／４免除 半額免除 １／４免除

１／３ １／２ ２／３ ５／６

・ 振替加算は考慮しないものとする。

・ 端数処理

計算過程においては円未満を四捨五入し、老齢基礎年金額については、５０円未満の端数が生

じたときはこれを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数が生じたときはこれを１００円に

切り上げるものとする。

１． ５３８,５００円

２． ５５７,９００円

３． ５８３,９００円

４． ５９０,４００円
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＜資料＞

基礎年番          被保険者記録照会（資格・納付Ⅲ） 001/003

２６ 照会区分 ０２

基礎年金番号 △△△△－△△△△△△

生年月日 昭－２４．４．９     性別 女  氏名
スギ

杉
ヤマ

山
ケイ

慶
コ

子

資 格 記 録

取得 昭４４． ４． ８－１ 昭６１． ４． １－Ａ ． ．  － ． ．  －

喪失 昭５１． ４． １－５ 平１３．１０．２０－５ ． ．  － ． ．  －

取得 昭５１． ４． １－２ 平１３．１０．２０－１ ． ．  － ． ．  －

喪失 昭６１． ４． １－５ 平２１． ４． ８－５ ． ．  － ． ．  －

納 付 記 録 Ⅲ

年度 納 全 ３/４ 半 １/４ 学 猶 付 年度 納 全 ３/４ 半 １/４ 学 猶 付 年度 納 全 ３/４ 半 １/４ 学 猶 付

昭４４- ００ ００ ００ ００ ００ ００ ００００ 昭４９- ００ ００ ００００ ００００ ００００ 昭５４- １２ ００ ００００ ００００ ００００

昭４５- ００ ００ ００ ００ ００ ００ ００００ 昭５０- ００ ００ ００００ ００００ ００００ 昭５５- １２ ００ ００００ ００００ ００００

昭４６- ００ ００ ００ ００ ００ ００ ００００ 昭５１- １２ ００ ００００ ００００ ００００ 昭５６- １２ ００ ００００ ００００ ００００

昭４７- ００ ００ ００ ００ ００ ００ ００００ 昭５２- １２ ００ ００００ ００００ ００００ 昭５７- １２ ００ ００００ ００００ ００００

昭４８- ００ ００ ００ ００ ００ ００ ００００ 昭５３- １２ ００ ００００ ００００ ００００ 昭５８- １２ ００ ００００ ００００ ００００

納付３３２ 全免 ３６ ３／４免 ０ 半免 ２４ １／４免 ０ 学生 ０ 猶予 ０ 付加 ０

差 額 記 録

年度未免 年度未免 年度未免 年度未免 年度未免 年度未免 年度未免 年度未免 年度未免

－ － － － － － － － －

３ 号 特 例 納 付 期 間 記 録（ 自 ）    －（ 至 ）    （届 出年 月日      ）

． － ． （  ． ． ) ． － ． （  ． ． )

○○年金事務所

※問題の性質上、一部を下線で強調している。
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問３４

健二さんは、父親の正雄さんが胃ガンで入院したこともあり、医療費が高額になった場合の自己負担

限度額について詳しく知りたいと考えている。全国健康保険協会管掌健康保険（協会けんぽ）の高額療

養費制度における医療費の自己負担限度額に関する下表の空欄（ア）～（ウ）にあてはまる数値の組み

合わせとして、正しいものはどれか。なお、多数該当については考慮しないものとする。

＜医療費の自己負担限度額＞

①（ ア ）歳未満の人

所得区分 自己負担限度額（月額）

上位所得者 １５０,０００円＋（総医療費－５００,０００円）×１％

一般 （ イ ）円＋（総医療費－２６７,０００円）×１％

低所得者 （ ウ ）円                  

②（ ア ）歳以上７５歳未満の人

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来および入院（世帯単位）

現役並み所得者 ４４,４００円 （ イ ）円＋（総医療費－２６７,０００円）×１％

一般 １２,０００円 ４４,４００円

低所得者Ⅱ
８,０００円

２４,６００円

低所得者Ⅰ １５,０００円

１．（ア）６５ （イ）７０,１００ （ウ）３５,４００

２．（ア）７０ （イ）７０,１００ （ウ）４４,４００

３．（ア）６５ （イ）８０,１００ （ウ）４４,４００

４．（ア）７０ （イ）８０,１００ （ウ）３５,４００
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【第１０問】下記の（問３５）～（問４０）について解答しなさい。

＜設例＞

会社員の宮野和代さんは、先月、夫の雅敏さんが病気で死亡したため、夫の相続のことや今後の生

活のことなどに関して、ＦＰで税理士でもある倉田さんに相談した。なお、下記のデータはいずれ

も平成２６年１月１日現在のものである。

Ｉ．家族構成（同居家族）

氏名 続柄 生年月日 年齢 備考

宮野 和代 本人 昭和３６年９月１５日 ５２歳 会社員

  裕介 長男 平成 ８年６月２７日 １７歳 高校生

  奈美 長女 平成１０年８月２０日 １５歳 中学生

  由香 二女 平成１２年９月２８日 １３歳 中学生

Ⅱ．宮野家の親族関係図

注１：雅敏さんは、平成２５年１２月８日に５３歳で病気により死亡している。

Ⅲ．宮野家（雅敏さんと和代さん）の財産の状況

＜資料１：保有資産（時価)＞ （単位：万円）

雅敏 和代

金融資産

預貯金等（外貨預金を含む） ３,４００ ４,６００

生命保険（解約返戻金相当額） ＜資料３＞を参照 ＜資料３＞を参照

不動産

自宅（敷地）

自宅（建物）

貸家（敷地）

貸家（建物）

１,５００

３００

３,０００

８５０

－

－

－

－

その他（動産等） ２００ １００

注２：雅敏さんの遺産分割が完了していないため、未分割の財産については雅敏さん名義で記載し

ている。なお、雅敏さんの勤務先から支払われた死亡退職金および死亡保険金は、和代さん

の預貯金等に含まれている。

裕介 由香奈美

和代雅敏

（死亡）
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＜資料２：負債残高＞

自動車ローン：１８０万円（債務者は雅敏さん）

カードローン： ３０万円（債務者は和代さん）

注３：自動車ローンについては、和代さんが引き継ぐ予定である。

＜資料３：生命保険＞ （単位：万円）

保険種類 契約者 被保険者
死亡保険金

受取人
保険金額

解約返戻金

相当額
保険期間

終身保険Ａ 雅敏 和代 雅敏 ５００ ２５０ 終身

終身保険Ｂ 和代 和代 雅敏 ３００ １５０ 終身

医療保険Ｃ 和代 和代 － － － 終身

注４：終身保険Ａの契約者、死亡保険金受取人、および終身保険Ｂの死亡保険金受取人の変更はま

だ行っていない。

注５：解約返戻金相当額は、現時点（平成２６年１月１日）で解約した場合の金額である。

注６：すべての契約において、契約者が保険料を負担している。

注７：契約者配当および契約者貸付については考慮しないこと。

Ⅳ．その他

上記以外の情報については、各設問において特に指示のない限り一切考慮しないこと。

問３５

ＦＰの倉田さんは、まず現時点（平成２６年１月１日時点）における宮野家（未分割の雅敏さんの遺

産および和代さんの財産）のバランスシート分析を行うこととした。下表の空欄（ア）に入る数値を計

算しなさい。

＜宮野家のバランスシート＞ （単位：万円）

［資産］ ［負債］

金融資産

預貯金等（外貨預金を含む）

生命保険（解約返戻金相当額）

不動産

自宅（敷地）

自宅（建物）

貸家（敷地）

貸家（建物）

その他（動産等）

×××

×××

×××

×××

×××

×××

×××

自動車ローン

カードローン

×××

×××

負債合計 ×××

［純資産］ （ ア ）

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ×××
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問３６

雅敏さんの平成２５年分の給与所得および不動産所得の申告に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。なお、和代さん、裕介さん、奈美さんおよび由香さんは、雅敏さんが死亡した日に雅敏さんの

死亡を確認している。

１．所得税の申告が必要な場合、平成２６年３月１７日（３月１５日が土曜日であるため）までに所得

税の申告をしなければならない。

２．所得税の申告が必要な場合、平成２６年４月８日までに所得税の申告をしなければならない。

３．所得税の申告が必要な場合、平成２６年１０月８日までに所得税の申告をしなければならない。

４．所得税の申告は不要であり、給与所得と不動産所得を相続財産に含めた相続税の申告書を平成２６

年１０月８日までに提出しなければならない。

問３７

和代さんは、雅敏さんの勤務先のＭＲ株式会社から平成２５年中に死亡退職金１,８００万円を受け

取った。この死亡退職金に対する税務上の取扱いに関する次の記述のうち、最も適切なものはどれか。

なお、死亡時点における雅敏さんのＭＲ社における勤続年数は２９年１０ヵ月である。

１．死亡退職金は、退職所得として他の給与所得、不動産所得と合わせて確定申告をしなければならな

い。

２．死亡退職金は、所得税および住民税とも、勤務先のＭＲ社で退職所得に係る税額を源泉徴収されて

課税関係は終了し、確定申告をする必要はない。

３．死亡退職金１,８００万円は相続税が課税されるので、他の相続財産と合わせて相続税の申告をし

なければならないが、所得税および住民税については確定申告をする必要はない。

４．死亡退職金１,８００万円は相続税の課税対象となるが、非課税限度額以下であるため相続税は課

税されず、所得税および住民税についても確定申告をする必要はない。
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問３８

和代さんは、公的年金などに係る税金についてＦＰの倉田さんに質問した。倉田さんが公的年金や雇

用保険の失業等給付の課税関係について説明する際に使用した下記＜資料＞の空欄（ア）～（ウ）に入

る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。なお、同じ語句を何度選ん

でもよいこととする。

＜資料＞

収入 所得税 課税対象となる所得の種類

公的年金

老齢年金 課税対象 公的年金等に係る（ ア ）

障害年金 （ イ ） ＊＊＊

遺族年金 ＊＊＊ ＊＊＊

雇用保険の

失業等給付

基本手当 非課税 ＊＊＊

高年齢雇用継続給付 （ ウ ） ＊＊＊

※問題作成の都合上、一部を＊＊＊としている。

＜語群＞

１．雑所得 ２．一時所得   ３．退職所得   ４．課税対象   ５．非課税
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問３９

和代さんは、遺族厚生年金には加算額があると聞き、どのような場合に遺族厚生年金に加算が行われ

るかを、ＦＰの倉田さんに質問した。倉田さんが説明した遺族厚生年金の加算に関する次の記述の空欄

（ア）～（ウ）に入る適切な語句を語群の中から選び、その番号のみを解答欄に記入しなさい。

遺族厚生年金の受給権者である妻が次のいずれかの要件に該当するときは、妻の遺族厚生年金に

（ ア ）から６５歳に達するまでの間、一定額の加算が行われる。これを（ イ ）という。

・ 夫の死亡当時、（ ア ）以上６５歳未満の妻

・ 夫の死亡当時、（ ア ）未満で、その後（ ア ）に達したときに子と生計を同じくしていた

妻

※子とは遺族基礎年金の支給を受けることができる遺族の条件に該当する子をいう。

ただし、長期要件による遺族厚生年金については、死亡した夫の厚生年金保険の被保険者期間が原

則として（ ウ ）以上なければ、（ イ ）は加算されない。

＜語群＞

１． ２０年    ２． ２５年      ３． ３０年

４． ３５歳    ５． ４０歳      ６． ４５歳

７．加給年金    ８．経過的寡婦加算   ９．中高齢寡婦加算
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問４０

和代さんは、６５歳からの老齢年金と遺族厚生年金がどのように受給できるか、ＦＰの倉田さんに質

問した。和代さんに６５歳以後支給される老齢年金と遺族厚生年金の合計額として、正しいものはどれ

か。なお、下記＜資料＞に基づいて解答することとし、遺族厚生年金の加算額については考慮しないも

のとする。

＜資料＞

［和代さんの年金額］

・ ６５歳前の遺族厚生年金の額 ：９０万円

・ ６５歳からの老齢厚生年金の額：５０万円

・ ６５歳からの老齢基礎年金の額：７０万円

［６５歳以後の遺族厚生年金の額］

①または②のどちらか高い方となる。

① ６５歳前の遺族厚生年金と同額

② ６５歳前の遺族厚生年金と同額×２／３＋６５歳からの老齢厚生年金の額×１／２

［６５歳以後の老齢年金と遺族厚生年金との支給調整］

・ 老齢厚生年金および老齢基礎年金は全額支給される。

・ 遺族厚生年金は、老齢厚生年金相当額が支給停止され、老齢厚生年金を上回る額が支給され

る。

１． ２,１００,０００円

２． １,６００,０００円

３． １,５５０,０００円

４． １,２００,０００円

６５歳以後の

遺族厚生年金

支給額

支給停止額 老齢厚生年金

老齢基礎年金


